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広 報 連 絡
<市長記者会見資料> 

１ 件   名  オリエント美術館開館４０周年特別展「ミイラと神々-エジ

プトの来世、メソポタミアの現世-」の開催について 

２ 趣   旨  オリエント美術館は１９７９(昭和５４)年に開館し、今年で

４０周年を迎えています。これを記念して特別展「ミイラと

神々-エジプトの来世、メソポタミアの現世-」を開催します。

（※別添チラシ参照） 

「見えない世界を見る」をキーワードに、造形物に表された

神々や精霊の姿を通して、古代メソポタミアの人々が神々に

祈った現世での試練と、古代エジプトの人々が望んだ来世で

の復活という死生観を対比的に紹介しています。 

(1) 会期：７月１３日(土)から９月１６日(月・祝) 

※ 初日1３日１０：００から開会式を行います。 

(2) 場所：オリエント美術館展示室 

３ 美術館の概要   オリエント美術館は、学校法人岡山学園の(故)安原
や す は ら

真
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二郎
じ ろ う

氏か

らイラン・イラク地方の考古美術品１，９４７点の寄贈を受

けたことを契機に、岡山市がオリエント地域の建築エッセン

スを散りばめて建築した国内唯一のオリエント地域専門の公

立美術館です。その後、購入や市民等からの寄贈・寄託によ

り、ギリシアやエジプト、ガンダーラ地域を含む古代オリエ

ント文明全域にまたがる、文化史的価値が非常に高く、世界

的に貴重な約４，７００点の考古美術品を有するに至ってい

ます。代表的な収蔵品は「アッシリアレリーフ」と呼ばれる、

紀元前９世紀頃の古代アッシリア帝国の宮殿を飾った壁面彫

刻で、鷲の頭に翼のある精霊が描かれています。４０年間の

累計入館者数は約１９０万人です。 






